
事 業 評 価 表

作成日：平成21年05月12日事業CD. 0110501 - 03000

事 業 名 社会教育委員活動事業

細事業名

関連法令・条例等 社会教育法、南丹市社会教育委員設置条例

事業分類： (Ｂ) ソフト事業

事 業 運 営 方 法 直 営 一 部 委 託 全 部 委 託 補 助 等

委 託 先

民間 外郭団体 ＮＰＯ 教育機関 自治会・地縁団体

その他 （
）

（平成 年度迄）

所 管 部 署 名 等

教 育 委 員 会

社 会 教 育 課

担当：132

京 都 府 南 丹 市

政策体系CD：

新規事業 時限事業

事業区分

（平成20年度実施事業）

【 事 業 の 概 要 】

①施策で目指す目標との関連付け

　　南丹市における社会教育の完全なる実施を促進し、その目的を達成するために12名の委員

　を委嘱し、施策にある地域社会の形成や学習機会の拡充の上で重要な役割を担っている社会

　教育関係団体の自主的な学習活動を育成･支援することをはじめ、社会教育に関する諸計画

 　及び検証を年２回の委員会で審議いただいている。

 

②事業を実施する必要性

　　社会教育は市民の生活と直接結びついているのが特徴で、社会教育行政は市民の意向を忘

　れてはならない。そこで市民の意向を反映させるために法や条例で社会教育委員を設置する

 　こととされている。　社会教育委員は社会教育における市民の代弁者であり、社会教育の

　起動力である。そのため社会教育行政を遂行するためには、担当職員はもとより社会教育委

　員の英知と熱意が不可欠である。そういったとこから、府教委や近隣市町教委とも連携し、

　社会教育委員の研修集会等を開催（参加）し、今以上の資質向上を図る必要がある。

  

③未実施事項

　　概ね計画どおり遂行できた。

④他にも効果が見込める施策があるか

　　第１章２　明日を担い、内外で活躍するひとを育てる

　　＝　学社（学校教育と社会教育）連携、学社融合を図り、学校と地域社会が連携する事業

　や家庭教育支援事業ができる

【 前年度の評価を受けて改善した点等 】

　

【 事  業  費  の  推  移 】

【 主 な 支 出 の 内 訳 】

委員報酬（10名分）　　　　　　 　　378千円（報酬）

府及び近畿大会等参加事業費等    　　79千円（旅費、需用費）

府団体等への負担金　　         　 　29千円（負担金）
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決 算 額 ま た は 計 画 額
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人 件 費

事 業 費 総 額

【 近隣市町村の取り組み状況 】

　社会教育委員活動は、近隣市町でも同等の活動が行なわれている。

【 所 属 長 総 括 評 価 】

①事業執行にあたり議論を重ねた点

　社会教育委員の資質向上及び実践活動への参画。

②当該事業のアピール事項

　社会教育事業の全般の研究調査を定例会議で審議いただき、その内容は社会教育事業に反映

されている。また人権教育・啓発推進協議会、青少年育成協会、放課後児童健全育成事業運営

委員会等といった実践の場にもに参画いただいている。

③反省点、今後の展開・方向性等

　21年度末に委員任期が満了することから、委員の選考をする必要がある。

単位 平18決算 平19決算 平20決算 平21予算 平22計画
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社会教育課

110501-03000

委員5名参加

主催：京都府社会教育委員会連絡

協議会

委員9名参加

主催：南丹地区社会教育委員会連

絡協議会

平成21年2月5日

●京都府社会教育委員連絡協議会研究大会

場所：舞鶴市中総合会館

・講演

・分科会　他

●南丹地区人権教育指導者研修会

場所：ガレリアかめおか

・講演

・中学生のメッセージ　他

事　業　活　動　記　録

事業ＣＤ．

政策体系ＣＤ

活動内容

●第1回社会教育委員会

場所：南丹市役所

・平成20年度指導の重点、平成20年度事業計画　他

社会教育委員活動事業

活動結果

委員8名参加

主催：南丹地区社会教育委員会連

絡協議会

平井静男

●第2回社会教育委員会

場所：南丹市役所

・平成20年度事業報告、平成21年度指導の重点　他

●近畿地区社会教育研究大会

場所：大阪府立青少年会館

・講演会

・シンポジウム

・分科会別研究協議　他

●南丹地区社会教育委員会連絡協議会研究大会

場所：京都伝統工芸大学校

・講演

・施設見学

・報告　他

平成20年6月6日

平成20年7月17日

委員7名参加

主催：京都府社会教育委員会連絡

協議会

委員6名参加

主催：社団法人全国社会教育委員

会連合　他

委員6名参加平成20年6月25日

平成21年3月30日 委員8名参加

委員9名参加

主催：南丹地区社会教育委員会連

絡協議会

9月15日～5日

平成20年11月10日

所管部局 教育委員会

活動日または時期

平成20年11月21日

●京都府社会教育委員連絡協議会総会

場所：大山崎町体育館

・平成19年度事業及び決算報告

・平成20年度役員、事業計画、予算承認

・平成20年度表彰

・講演会

●南丹地区社会教育委員会連絡協議会総会

場所：口丹波勤労者福祉会館

・平成19年度事業及び決算報告

・平成20年度役員、事業計画、予算承認


